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  二つは、『一粒万倍 穂に穂』についても同様な分析を深めること。 
 ただし、これらは本農書そのものの分析からはいささか外れることでもあり、本論文自体が
博士の学位にふさわしいものであることを損なうものではない。 以上 
 
 
